
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和８年度 宝塚医療大学 総合型選抜 基礎能力入試 前期α日程  

数学 解答と出題のねらい 

【１】 

ア        (2𝑥 + 𝑦)(2𝑥 − 5𝑦) イ              
7

19
 

ウ          −5 ≦ 𝑥 < 3 エ             4.6 

 

【2】 (1)  ⊿ABC は直角二等辺三角形より AC＝BC  BC＝𝑥とおくと， AC＝𝑥 

          ⊿DCB において，𝑡𝑎𝑛𝛼 =
ＢＣ

ＤＣ
=

𝑥

𝑥+ℎ
 

 (𝑥 + ℎ)𝑡𝑎𝑛𝛼 = 𝑥 より，(1 − 𝑡𝑎𝑛𝛼)𝑥 = ℎ𝑡𝑎𝑛𝛼 したがって，𝑥 =
ℎ𝑡𝑎𝑛𝛼

1−𝑡𝑎𝑛𝛼
 

 答え BC＝
ℎ𝑡𝑎𝑛𝛼

1−𝑡𝑎𝑛𝛼
 

  (2) α＝３０°，ℎ = 100𝑚を（１）の答えに代入すると， BC＝𝑥 =
100𝑡𝑎𝑛30°

1−𝑡𝑎𝑛30°
=

100×
1

√3

1−
1

√3

=
100

√3−1
= 50(√3 + 1) 

      √3 ≒ 1.732 を代入して，BC＝50(1.732 + 1) = 50 × 2.732 = 136.6𝑚 

       答え １３６．６ｍ 

 

【３】 （１） 放物線の軸の方程式が，𝑥 = −2より，放物線の方程式は𝑦 = 𝑎(𝑥 + 2)2 + 𝑝 ・・・①とおける。 

          ①が，点（２，－４）を通るので，−4 = 16𝑎 + 𝑝・・・② 

          ①が，点（１，－
1

2
）を通るので，−

1

2
= 9𝑎 + 𝑝・・・③ 

          ②，③より，𝑎 = −
1

2
 , 𝑝 = 4 

          よって①は𝑦 = −
1

2
(𝑥 + 2)2 + 4 = −

1

2
𝑥2 − 2𝑥 + 2・・・④ 

          答え 𝑎 = −
1

2
 ，𝑏 = −2， 𝑐 = 2 

 

     （２） （１）の成果から①は，𝑦 = −
1

2
(𝑥 + 2)2 + 4  

よって頂点 P の座標は，（－２，４） 

          𝑥軸との共有点の座標は，④に 𝑦 = 0を代入して，−
1

2
𝑥2 − 2𝑥 + 2 = 0 

          𝑥2 + 4𝑥 − 4 = 0 から，𝑥 = −2 ± 2√2 

          (−2 − 2√2, 0)と(−2 + 2√2, 0)・・・どちらをＡ，Ｂとしても正解 

          𝑦軸との共有点の座標は，④の定数項からＣ（０，２） 

          答え  P（－２，４）  Ａ(−2 − 2√2, 0)  Ｂ(−2 + 2√2, 0)  Ｃ（０，２） 

 

 

 

 

 

 



【出題のねらい】 

本学の数学の入学試験問題は，基礎能力入試，一般入試とも一貫して，３題中２題が記述式の大問，残る１題が短

答式の小問集で構成されている。記述式に重きを置くのは，受験者の論理的思考力を調べるためである。これが入学

後，医療系の学問修得に必須の力となる。 

【１】は短答式小問集。因数分解，確率の根元事象，データの分散の計算など，基本的な知識・技能を問うた。 

【２】は，正接を用いた測量問題。着目すべき三角形を切り取る思考力が問われる。正接の定義の理解と関連する

基本的計算技能があれば解決できる問題。 

【３】は２次関数の一般形と標準形，それぞれの持つ特徴に対する理解度を調べる問題。基本的計算の知識と技能

があれば難なく処理できる。 


